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１．はじめに
台湾の一般家庭における外食消費の総支出はこの12年
（1996～2008年）で2000億元から4000億元に達し，今間（19 6～20 8年）で2000億
もなお増え続けており「毎食外食」する者は170万人，
｢毎日外食」する者も330万人に上ると言われている。こ
の外食消費市場という巨大な商機において，飲食店経営
者は如何にそのモチベーションを把握してサービスを開
発するかが，成長を続ける重要な鍵となる。現時点にお
いて、台湾では「グルメ行動」をテーマとする研究や理
論知識に関して、まだ発展の余地があり，グルメ客のモ
チベーションや関係品質についての議論も少ない。本研
究では、台湾高雄市のグルメ客の飲食に関わるモチベー
ションと関係品質等の関連性について考察を行う。
1.1．研究の背景
経済の成長にともない，台湾における可処分所得は上
昇し，社会構造や家庭の構造も変化している。核家族の
増加と女性の社会進出の影響で一般家庭の外食にかける
支出は増加し，外食は家庭生活の重要な一部分を占める
ようになった｡､2007年６月の遠見雑誌の記事によれば，
1991年，台湾の一般家庭での外食による消費額は1068億
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元で，2008年にその額は4246.7億元に達し，この17年間
でその額は約3倍に増加している。そして，台湾では外
食する割合は7割を超え，「毎日する」は330万人，「毎食
する」も170万人を超えている。
台湾全体の外食での消費支出は2000億元（1996年）か
ら2008年には4000億元の大台を超え（陳2010)，飲食店の
売上高は年々増加の一途をたどっている（行政院主計処
2009)。外食支出の増加に比例して，消費者ニーズは多
様化しつつあると考えられる。したがって，飲食店経営
者は，消費者ニーズを的確に把握して，サービス開発を
していく必要がある。
1.2．研究目的
成熟しつつある外食市場において競争に勝つために
は，顧客の獲得よりも，既存顧客との関係性を強化して
いくことが重要である。なぜならば,新規顧客の獲得は，
既存顧客を維持する数倍の費用がかかるとも言われてお
り，また，既存顧客を維持することにより，顧客生涯価
値は上昇し，売上に多大な貢献をするからである。売る
側と買う側双方の関係の強さに関する総合指標は関係品
質と呼ばれている（Crosbyeta1.1990)。サー ビス提供者が，
顧客との関係性を深めていくには，消費行動の背後にあ
る潜在的な動機，いわゆるモチベーションを理解してお
かなければならない。消費者が飲食に対して，潜在的に
何を求めているかを理解することで，サービス提供者
は，適切にサービスの改善を図り，顧客との関係品質を
高めていくことが出来るようになる。本研究では，グル
メ客を研究対象とし，飲食へのモチベーションという観
点から，関係品質との関係性について考察する。「グル
メ客」とは飲食に関する消費者であるとされているが
(eg.,黄2007；察2009)，本研究で論じる「グルメ客」とは，
｢家の外での飲食愛好家」であると定義する。現時点で
は台湾でのグルメ客の消費行動を主題とした研究に関し
てはまだ発展の余地があり，僅かながら食品展覧会の参
観者を主題とした研究（eg.,黄2007；察２００９）や，夜市の
消費行動の研究（e9.,李ほか2007；察2009；呉2010)，さら
には地方の特産品消費に関する研究（e9.,湯2007）がなさ
れているのみである。さらに言えば，グルメ客のモチ
ベーションや関係品質に関する研究はほとんどされてい
ない。本研究の目的は，グルメ客の飲食へのモチベー
ションと関係品質との関係性と，その影響力を明らかに
することにある。
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２．先行研究
2.1．飲食へのモチベーション
Kelly（1987）によると，消費経験は単なる感覚だけで
はなく，個人が一定期間経験した後に生まれる感覚的過
程であり，過去の経験と繋がる精神的過程であるとして
いる（GraceandO，Cass2004)。張氏心理学辞典における「モ
チベーション」の定義によると，モチベーションとは
個々の活動を引き起こすもので，引き起こされた活動を
維持し，その活動をある目標に向かわせる内的過程をい
い，行為とは表に出る活動を指す。それゆえモチベー
ションと行為は相対する概念である（蕊２００９；張1995)。
原口（1995）は，個人は行動することによって引き起こ
されるであろう諸結果について一定の期待をもち，かつ
その諸結果について一定の選好をもつとしている。いわ
ゆる「モチベーション研究」とは，モチベーションを
テーマとしたあらゆる研究を指すが，狭義でいうと，モ
チベーション研究は消費者心理の研究であり，一般的に
は消費者の意識下にある隠れた動機に関わる研究のこと
である（許2011)。例えば，Fields（2002）やIso-Aholaand
Allen（1982）は，旅行客のモチベーションを研究してお
り，旅行という行為を支配する背景には，締麗な景色を
楽しみたいことや，食事を楽しみたいといった様々なモ
チベーションがあるということを指摘している。また，
察（2009）は同様に，旅行へのモチベーションと経験価
値との間の関連性について検討しており，モチベーショ
ンと経験価値との間に相関性があることを明らかしてい
る。
2.2．関係品質
黄ほか（2010）は，関係品質とは，顧客とサービス提
供者とが接触する過程の中で生まれる感情であり，それ
が顧客のサービス提供者に対する信頼や満足感を生むと
している。企業は顧客との関係を維持する過程において
顧客の求めるものを理解し，それに合ったサービスや情
報を提供する必要がある。サービス提供者は，顧客の求
めるものをよく理解することで，顧客との良好な関係を
築くことが出来る。そして，お互いの良好な関係が長く
続けば続くほど，より多くの利益を得ることができると
ともに，競合他社に対しても競争優位性を高めることが
できる（蒲ほか2009)。従って，長期継続的な競争優位性
を構築するためには，消費者との強い関係性の構築が不
可欠となる（菅野2011)。
許（2011）の研究では，消費のモチベーションが体験
価値に対してプラスの影響力を持ち，体験価値が顧客の
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図１本研究の枠組み
関係品質に影響を与えることを明らかにしている。つま
り，顧客との良好な関係を築くためには、サービス提供
者は，顧客のモチベーションをよく理解していなければ
ならない。
３．研究方法
3.1．研究の枠組み
本研究では，台湾高雄市のグルメ客を対象とし，飲食
店で消費する際のモチベーションと関係品質の関連性に
ついて考察を行う。察(2009)・許(２０１１）の研究を参考に，
本研究の枠組みを図lに示す。
3.2．研究仮説
本研究における仮説は下記のとおりである。
Ｈ１：グルメ客の飲食へのモチベーションと関係品質
との間には正の相関関係がある。
Ｈ２：グルメ客の飲食へのモチベーションは関係品質
に影響を与える。
3.3．研究範囲と対象
高雄市当局は2008年の高雄市観光年と翌年のワールド
ケームズ開催に向けて，2007年に特色ある飲食店を選ぶ
投票イベントを実施し，高雄のグルメ文化が全国へ広
まっていくことを期待した。本研究は高雄市観光局で推
薦を受けた飲食店を研究範囲として選定したが，高雄市
内の飲食店の種類が多岐にわたることから，ある程度の
制限を設けた。本研究は、交通部観光局の提供する国民
一人当たりの飲食店での消費額432元を消費金額の基準
とし，食後のグルメ客を本研究のサンプル抽出の対象と
した。
3.4．アンケート実施の過程
本研究ではアンケートを二段階に分けて実施した。ま
ずは2011年の１月から２月にかけてのプレアンケートで各
項目の信頼度をチェックして修正を加え，続いて2011年
６月から７月にかけて正式なアンケートを行った。計450
部のアンケート用紙を配布したが，回答未記入や無効分
を除いた有効回答数は303部，有効回収率は68％であっ
た。
3.5．アンケート設計
調査項目はグルメ客の「社会的背景」「モチベーショ
３
表１飲食へのモチベーションの項目
飲食へのモチベーションの項目
１．異なる地域のグルメ文化や特色を体験したい
２.珍しい事物を探求したい
３.好奇心を満たしたい
４.色々な経験をしてみたい
５.おいしいものを食べたり景色の良い所に行ったりしたい
６.食を理解することで他人に認められたい
７.家族や友達と話題を共有したい
８.友達に新しい話題を提供したい
９.食べ物に詳しい人と話題を共有したい
１０.様々な味や風味のある料理を食べたい
11.たまには普段食べていないものを食べたい
12.有名な料理を食べたい
１３.特別な新しいものを見つけ出したい
14.精神的な圧力から遠のいてゆったりしたい
15.ストレスを忘れたい
16.心を開放的にして、気持ちを晴れやかにしたい
(出所）錐者作成
ン」「関係品質」とした。社会的背景が名義尺度である
以外は，リッカートの五件法を採用して測定を行った。
①グルメ客のプロフィール
ＧＩ･aceandO'Cass（2004）・Lages（2005）・察（2009)・呉
(2010）らの先行研究を参考にグルメ客のプロフィール
項目を作成し，それぞれ「性別」「婚姻」「年齢」「教育
レベル」「職業」「月収」の6項目を測定した。
②飲食へのモチベーション
飲食へのモチベーションの項目は，過去の先行研究
で，飲食の動機であると指摘されている項目である。本
研究では，湯･呉･張（2007）の提起した「モチベーショ
ン」及び，黄（2007）・湯・呉・蕊（2008)・察（2009）ら
の飲食へのモチベーションに関わる研究に基づいて16項
目を作成し，グルメ客の飲食に対するモチベーションを
測定する根拠とした（表I)。
③関係品質
本研究では，Lages（2005）の提起した「関係品質」
(RELQUALScale）及びChengetal（2008）の研究に基づい
て12項目を作成し，飲食店と顧客との関係品質を測定す
る根拠とした（表2)。
４．研究結果と分析
4.1．グルメ客のプロフィール
グルメ客の社会的背景については，主に「女性」
(66.3%)，「未婚」（55.8%）が多く，年齢は「21～40歳」
が最多で「21～30歳」（38.9%)，続いて「31～40歳」
(28.7%）となり両者で七割近くを占める。教育レベルは
｢大学」（62.4%）が多数を占め，職業は「サービス業」
(47.2%)，月収は「2万～3万元」（21.8%)，次いで「3万～
表２関係品質の項目
関係品質の項目
１.このレストランのサービスに満足している
２.このレストランの食事に満足している
３.このレストランの選択は正しいと思う
４.このレストランのサービスは信用できる
５.このレストランの食事は安心して食べることができる
６.このレストランはお客様に最高のサービスをしている
７.このレストランはサービスの品質を重視している
８.このレストランは話題性を提供している
９.何かあった時、このレストランは正確な悩報を提供する
１０.このレストランはお客さんの意見を取り入れたサービス
を提供している
１１.このレストランはお客様と良い関係を築くために工夫し
ている
１２.このレストランはお客様のために安い料金でサービスを
提供している
(出所）銃者作成
4万元」（20.8%）となっている。
4.2．飲食へのモチベーションに関する因子分析
表lにある飲食へのモチベーションに関する因子分析
の結果に基づき，本研究では16の項目について主因子法
で因子抽出を行い，カイザーのルールに基づいて固有値
がlを超える共通因子を残し，バリマックス法直交回転
を行った。そのＫＭＯ値は0.863で，サンプル抽出が適
切であったことを示している。さらにバートレットの球
面性検定のズ値は2617.933**＊(p<,001）と因子分析に適
した数値が出ている。バリマックス法直交回転の後5つ
の因子を抽出し，累積寄与率は74.69％に達した。湯ほ
か（2007）・湯ほか（2008）・黄（2007）・察（2009）らの研
究を参考に，本研究では信頼度分析を通して各項目の信
頼度が理想の範囲内（Cronbach，sα値=0.895）にあることを
確認し，それぞれの因子項目のとおりに命名する。
因子分析の結果に基づき，因子を下記の通り命名する
(表3)。
因子①:｢刺激の探究因子」
この因子には4つの項目が含まれ，固有値は3.082,分
散寄与率は19.262％，因子負荷量は0.858～0.567の間で
あった。因子負荷堂の大きさ順に並べると「3好奇心を
満たしたい」「2珍しい事物を探求したい」「l異なる地域
のグルメ文化や特色を体験したい」「5おいしいものを食
べたり景色の良い所に行ったりしたい」となった。飲食
店に行くのは特別で新しいモノを探すためであり，飲食
に対する好奇心を満足させるため，とのことからこの因
子を「刺激の探究因子」と命名する。
因子②:「コミュニケーション促進因子」
この因子には5つの項目が含まれ，固有値は2.941,分
散寄与率は18.380％，因子負荷壁は0.771～0.584の間で
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ある。因子負荷量の大きさ順に並べると「8友達に新し
い話題を提供したい」「6食を理解することで他人に認め
られたい」「9食べ物に詳しい人と話題を共有したい」「７
家族や友達と話題を共有したい」「4色々な経験をしてみ
たい」となった。飲食店に行くのは親友との間で新しい
話題ができ，その中で認められ，コミュニケーションを
円滑するため，とのことからこの因子を「コミュニケー
ション促進因子」と命名する。
因子③:「ストレス発散因子」
この因子には2つの項目が含まれ，固有値は3.082,分
散寄与率は19.262％，因子負荷量は0.858～0.567の間で
ある。因子負荷量の大きさ順に並べると「14精神的な圧
力から遠のいてゆったりしたい」「15ストレスを忘れた
い」「１６心を開放的にして、気持ちを晴れやかにしたい」
となった。グルメ客が飲食店に行くのは現実の生活で生
じるストレスを忘れたり逃れたりしてリラックスため，
とのことからこの因子を「ストレス発散因子」と命名す
る。
因子④:｢話題性因子」
この因子には3つの項目が含まれ，固有値は3.082,分
散寄与率は19.262％，因子負荷量は0.858～0.567の間で
ある。因子負荷量の大きさ順に並べると「13特別な新し
いものを見つけ出したい」「12有名な料理を食べたい」
となった。新しい料理を見つけたり，有名な料理を食べ
るために飲食店に行く，とのことからこの因子を「話題
性因子」と命名する。
因子⑤:｢非日常因子」
この因子には2つの項目が含まれ，固有値は3.082,分
散寄与率は19.262％，因子負荷量は0.858～0.567の間で
ある。因子負荷量の大きさ順に並べると「llたまには普
段食べていないものを食べたい」「１０様々な味や風味の
ある料理を食べたい」となった。様々な料理を味わうた
めに，日常では味わえないことを経験するために飲食店
に行く，とのことからこの因子を「非日常因子」と命名
する。
4.3．グルメ客の飲食へのモチベーションと関係品質の
相関分析
因子分析から抽出された飲食に関する5つのモチベー
ション因子と，関係品質として測定した12項目の平均を
使って，相関分析を行った。分析の結果，相関係数はそ
れほど高くはなかったものの，各因子と関係品質との間
に正の関連性が見られた（表4)。
変数
表３飲食のモチベーションに関する因子分析
ストレス
発散因子
因素
負荷量
分散累積
固有値寄与率％寄与率％因 項目
話題性因子非日常因子
好奇心を満たしたい
珍しい事物を探求したい
異なる地域のグルメ文化や特色を体験したい
おいしいものを食べたり景色の良い所に行ったりしたい
､858
.856
.720
.567
因子一：
刺激の探究因子 3.082１９．２６２１９．２６２
.276
友達に新しい話題を提供したい
食を理解することで他人に認められたい
食べ物に詳しい人と話題を共有したい
家族や友達と話題を共有したい
色々な経験をしてみたい
､771
.738
.718
.708
.584
因子二：
コミュニケーション
促進因子
2.941１８．３８０37.643
､３１１
梢神的な圧力から遠のいてゆったりしたい
ストレスを忘れたい
心を開放的にして、気持ちを晴れやかにしたい
､896
.889
.821
因子三：
ストレス発散因子 2.520１５．７４９53.392
関係品質
特別な新しいものを見つけ出したい
有名な料理を食べたい
因子四：
話題性因子
.898
.837
1.764１１．０２３６４．４１４
有意確率（両側）
たまには普段食べていないものを食べたい
様々な味や風味のある料理を食べたい
因子五：
非日常因子
､786
.603
1.645１０．２８０74.694
､000**＊
Cronbach'sα値＝､895
ＫＭＯ値＝.863
Bartlett,s球面性検定ズ値＝2617.933**＊
､000**＊
注：…〃<､001
表４グルメ客のモチベーションと関係品質とのPea応on相関分析
､000**＊
飲食へのモチベーション
4.4．グルメ客の飲食へのモチベーションと関係品質の
影響力分析
因子分析から抽出された飲食における5つのモチベー
ションを独立変数，関係品質の12項目の平均を従属変数
として回帰分析を行った。分析結果は表5のとおり。ま
た，調整後決定係数Ｒ２は0.160であった。グルメ客のモ
チベーションに関する2つの因子が関係品質に対して有
意な影響力を有している。有意となったのは，「コミュ
ニケー ション促進因子（p<0.05)」と『ストレス発散因子
(p<0.01)」であり，これら2つの飲食へのモチベー ション
が関係品質に正の影響を与えていることがわかった。
飲食における消費の動機付けと関係品質に関する考察
５
刺激の探究因子皇流砺
注：…ｐ<,001
５．結論
5.1．グルメ客のモチベーションと関係品質との間にあ
る関連性
因子分析により飲食に関する「刺激の探究因子」「コ
ミュニケーション促進因子」「ストレス発散」「話題性因
子」「非日常因子」という5つの因子を抽出した。因子分
析から抽出された飲食に関わるモチベーション因子は，
察（2009）や許（2011）の研究に相似している。関係品
質との相関分析を行った結果，飲食へのモチベーション
の全ての要素に関して，弱い相関ではあったものの，関
係品質との間に正の相関性が確認された。したがって，
仮説ｌ「グルメ客の飲食へのモチベーションと関係品質
との間には正の相関関係がある」は支持された。
Peamson相関
､043
.155
.176
.072
.120
､340
注：、ﾉ，<､０５＊寧p<,０１…p<,001
.253 ､305
表５グルメ客のモチベーションが関係品質へ与える影響
9.627
.579
2.200＊
2.941＊＊
1.163
1.684
2.663
.741
.697
.496
.547
.760
､０００*＊＊ ､000**＊
独立変数
25.636
.429
1.534
1.458
.636
1.280
?
??
????????????? 』? 、〉 》 ー??????
偏回帰係数 ﾉ値 ｐ値
(常数）
刺激の探究因子
コミュニケーション促進因子
ストレス発散因子
話題性因子
非日常因子
標準誤差標準化偏回帰係数
5.2．グルメ客のモチベーションと関係品質との間にあ
る影響力
回帰分析を通して，関係品質はグルメ客の「ストレス
発散」及び「コミュニケーション促進」というモチベー
ションの影響を受けることが示された。ただし，本研究
で抽出された全てのモチベーション因子が関係品質に影
響をしているわけではない。したがって，仮説２「グル
メ客のモチベーションは関係品質に影響を与える」は，
一部のみ支持された。
以上の結果を踏まえると，台湾における飲食店での
マーケティング戦略としては，「ストレス発散」や「コ
ミュニケーション促進」という飲食へのモチベーション
をもっている消費者をターケットとするのが良いと思わ
れる。なぜならば，このようなモチベーションを持つグ
ルメ客のニーズに対応し，満足度を向上させることで，
関係性は向上しやすいからである。したがって，そのよ
うなグルメ客を惹きつけるようなサービス展開が重要で
あろう。例えば，ストレス発散をモチベーションとして
いる消費者に対しては，ストレスを緩和するような優し
い雰囲気を店舗として提供し，訴求していくのが効果的
であるかもしれない。また，コミュニケーション促進を
飲食のモチベーションとしている消費者に対しては，話
題性のある料理やサービスを提供，訴求するのが良いと
考えられる。台湾の飲食業界は不確定‘性が高いものの市
場としては巨大である。飲食店の独自性をうまく演出し
て競争相手との差別化ができれば，長期的にブランドカ
を有することができるであろう。
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